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企画名 金山落（今井の桜並木）生き物観察会 

実施団体 

団体名  今井の桜保全プロジェクト 
 
問合せ先   白井市白井コミュニティセンター 

電話 047-491-1505      E-mail： mail@shiroi-com10.com 

目的 
市内を流れる金山落今井地区の生き物を採捕観察し、小学生親子に馴染みの薄い手賀沼

に関心を持ってもらうとともに、今井の桜並木の保全が急務であることを知ってもらう。 

日時 2016年 9月 25日（日）9：30～11：30   

プログラム・

概要・ルート

等 

①白井市環境課 川上利一課長挨拶 

②講師の紹介 柴田佳秀さん（科学ジャーナリスト） 

③魚とり開始  

・カゴ網（モンドリ）、四手網を金山落に仕掛ける 

・タモ網を使い、周辺の用水路の魚やエビを採捕する。 

・仕掛けたかご網（モンドリ）を引き揚げる。 

③生き物観察 

・魚リーフレットと見比べながら講師の先生の指導のもと、各自種類ごとに仕分ける。         

・採捕した生き物の観察をし、講師の説明を聞く。 

④白井市環境課の説明に従い、参加者が川の水質調査（パックテスト）を行なう。 

④今井の桜並木保全について説明（今井の桜保全プロジェクト） 

参加対象 小学生の親子 

参加人数 
一般参加 35名（大人 11名、子ども 24名） 

会員スタッフ 14名（会員 4名、講師 1名、市環境課 3名、お手伝い 6名）  

 

参加者や 

実施団体の 

感想 

参加者/今日は思った以上に専門的で大人でも充分楽しめました。また、参加したいで

す。/川の中以外でも、川辺の生き物の観察会があれば参加したいです。 

実施団体/今年は、常連の白井こどもエコクラブの他に、児童館の「さくらだいクラブ

～白井探検隊」の子どもたちが大勢参加してくださり、とても賑やかでした。 

白井市 

用水路にタモ網でガサガサ！   金山落にカゴ網を仕掛けます  カゴ網に何がはいっているかな？ 

とった生き物を先生と観察 

川の水の水質調査をしました。 

今年は、特定外来生物 

ブルーギルもとれました 

ドジョウがいっぱい！ 
←パックテスト 
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企画名 ぐるっと一周平塚の里 

実施団体 

団体名 ＮＰＯ法人しろい環境塾 
 
問合せ先  興津 功 

   TEL： 047-404-3298  Email： shiroikakyojuku@kce.biglobe.ne.jp 

  ホームページ： http://kankyojuku.sunnyday.jp// 

目的 手賀沼等里山自然を保護や寺社文化財等を次世代に引き継ぐための市民の役割を考える。 

日時・場所 2015年 11月 19日（土）10：15～15：00  

プログラム・

概要・ルート

等 

【集合】 

 平塚の里ベースキャンプ（延命寺北 200ｍ） 

【プログラム概要】 

 白井市平塚地区では、日本の原風景である里地里山が残されている。その里山が持つ

特徴、①谷津田のもつ歴史②南手賀沼の歴史と役割③平塚地区の歴史、文化、民族、風

習について、郷土史家増木豊さん（NPO法人しろい環境塾相談役）のの案内でこの地区

をそぞろ歩きます。 

 そうした散策を通して、①里山保全のための市民の活動実績を知る。②里山の自然を

次世代に引き継ぐために何をなすべきか、特に市民の役割何かを考える。③寺社、文化

財、歴史等を堪能する等の機会とします。 

【主なポイント】 

延命寺・瀧田家等寺社文化財・里山自然等  約６～８キロ   

募集対象 一般市民 

募集人数 20名 

 

雨天のため中止となりました 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延命寺観音堂               国指定重要文化財瀧田家 

 

           ※昨年の様子から 

 

 

 
参加者や 

実施団体の 

感想 

 

白井市 
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企画名 亀成川 生きもの観察会 

実施団体 

団体名  亀成川を愛する会 

問合せ先  亀成川を愛する会 事務局 

   TEL： 080-3594-6267  Email： kamenarilove@yahoo.co.jp 

   ホームページ： http://www.kamenari-love.com/ 

目的 
2011 年に保全再生作業を行った区域に生きものがどのくらい戻ってきているか観察

し、亀成川の生物多様性に富んだ貴重な自然を保全する大切さを実感する。 

日時 2016年 7月 24日（日）9：30～12：00 亀成川本流と支流の古新田川合流部（保全再生区域） 

プログラム・

概要・ルート

等 

      集合 亀成川御所橋左岸  

 9:30 受付開始 受付後は随時活動場所の亀成川本流と支流の古新田川合流部 

（保全再生区域）和田戸第 1橋へ移動する 

 9:45 開会の挨拶（副会長） 

       講師紹介 萩原富司氏(土浦の自然を守る会) 

                 諸澤祟裕氏(土浦の自然を守る会) 

         依田彦太郎氏(千葉県生物多様性センター生命のにぎわい調査団) 

       本日の日程、注意事項説明 

       橋の上から 魚とりレクチャー（諸澤講師） 

10:00 魚とり開始 親子でサデ網やタモ網を使って魚などを採捕する。 

10:50 観察（講師による説明） 

11:20 集合写真撮影 

11:30 閉会 各自集合場所へ戻り解散 12：00 撤収完了 

参加対象 小学生（親子で）から大人 

参加人数 
一般参加 51名 （大人 26名、子ども 25名）  

会員スタッフ 13名 （会員 4名、講師 3名、手伝い 6名） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加者や 

実施団体の 

感想 

・毎年、印西市市民活動支援センターが夏休みの学生ボランティアを派遣してくださ 

います。今年は女子高校生 2名と職員さん 2名がお手伝いしてくださいました。あ 

りがとうございました。 

・申込みが多く何件もお断りをしましが、定員を超える参加者の数になり、飽和状態で 

した。来年は、2日間を設定することを考えています。 

 

印西市 

橋の上から、魚の捕り方の説明    親子で魚捕りに夢中！ 

木陰の下で、獲物を観察  ギンヤンマのヤゴを見つめる子どもたち 

mailto:kamenarilove@yahoo.co.jp
http://www.kamenari-love.com/
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企画名 手賀沼を巡る水と文化の旅 

実施団体 

団体名 印西 水と暮らしを守る会 
 
問合せ先  竹内順子 

    TEL： 090-3907-8355      Email： inzaimizukura@yahoo.co.jp 

目的 

印西市民にとってなじみの薄い手賀沼や周辺の名所旧跡を訪れ、沼を身近に感じて

もらう。私たちの飲み水に深く関係のある手賀沼を汚さないようにするにはどうした

ら良いか考える。 

日時 2016年 10月 21日（金） 10：00～15：00   

プログラム・

概要・ルート

等 

10：00 千葉ニュータウン中央駅北口ロータリー集合 

10：10 マイクロバス出発 車内で私たちの飲み水について説明 

10：40 手賀沼公園着  

10：50 遊覧船で手賀沼見学 （我孫子市手賀沼課職員案内） 

11：50 親水広場下船、バス出発 

11：55 道の駅しょうなん着、昼食、買い物、散策 

13：00 出発 将門神社・龍光院 本堂で住職が参加者全員に清めの塗香を手に塗って 

くださった後、迫力のある太鼓をたたきながら般若心経を唱えてくださいました。 

→弘誓院・間引きの絵馬（住職案内）→旧手賀教会堂（柏市文化課職員案内） 

14：30 帰途に就く 

15：00 千葉ニュータウン中央駅北口ロータリー解散 

参加対象 一般市民 

参加人数 一般参加 17名（大人 17名） 会員スタッフ 5名  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加者や 

実施団体の 

感想 

・まず自分ではいけない所を見学させていただき大変よかったです。良い企画でした。 

・ガイド付きでとても良かった。時間もちょうど良いと思った。また参加したい。 

・近くにありながら知らなかったところばかりでした。大変貴重な機会をありがとう 

ございました。水を守る大切さをまた改めて考えさせられました。家族にも話して考

えを広めたいです。 

主催者/ 前日当日でキャンセルが 3件 5名あり空席が出て残念だった。しかしながら、

車内で補助席を使わずゆったり座ることができて楽だった。 

遊覧船内 手賀沼課 職員さんの解説  将門神社 社殿の「放駒」の彫刻      龍光院の住職の法話を聞く 

    静寂な弘誓院でした           弘誓院の間引きの絵馬            旧手賀教会堂 

外来種コウライギギ 

印西市 
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企画名 手賀沼流域里山散策会 利根川土手コース 

実施団体 

団体名 印西ウエットランドガイド 
 
問合せ先  阿部 純 

    TEL： 0476-47-1455  Email： jun-abe-1@msi.biglobe.ne.jp 

    ホームページ： http://www5f.biglobe.ne.jp/~yatudadayori/index.htm 

目的 
手賀沼流域の弁天川沿い及び江戸期に栄えた旧木下河岸付近を散策し水辺環境を知

る機会とする。 

日時 2016年 11月 5日（土）9：30～15：30 

プログラム・

概要・ルート

等 

・木下駅を出発、弁天川に沿って散策。その後、水辺の文学インフォメーション館、国

天然記念物指定木下貝層訪問。木下万葉公園で昼食 

 

・午後は、今年度オープンした歴史資料センターを訪問。その後、旧木下河岸問屋「吉

岡屋の土蔵」見学と利根川土手にある木下河岸跡を訪れました。各所で野鳥や野草、昆

虫などの観察ができました。 

 

●集合 成田線木下駅南口広場 9：30⇒弁天川（厳島神社）⇒水辺の文学インフォメー

ション館（訪問）10：45 ⇒国指定天然記念物「木下貝層」見学 11：50⇒木下万葉公

園（昼食）12：15～13：00⇒歴史資料センター（訪問）13：15～13：50⇒吉岡問屋土蔵

（訪問）14：15～15：00⇒利根川土手の木下河岸跡（見学）⇒まとめ・解散 木下駅北

口 15：30 

参加対象 子どもから大人までどなたでも 

参加人数 一般参加 21名（大人 21名） 会員スタッフ 7名  

 

   

 

 

 

 

 

 

    

参加者や 

実施団体の 

感想 

・人数も手ごろで散策全体がスムーズに行われて無事終了できました。 

・文学館館長や歴史資料館の学芸員、吉岡問屋の担当者の解説が良かった。 

・利根川土手から下りる国道の交通事情が良くなくコースを一部変更しました。 

・自然と歴史が同時に楽しめていい時間を過ごすことができました。（参加者の言葉） 

印西市 

木下貝層の見学 水辺の文学インフォメーション館 集合場所 木下駅 

ジョウビタキ 

旧木下河岸問屋訪問 歴史資料センター  吉岡問屋土蔵見学 
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企画名 手賀沼流域里山散策会 光堂コース 

実施団体 

団体名 印西ウエットランドガイド 
 
問合せ先  阿部 純 

    TEL： 0476-47-1455  Email： jun-abe-1@msi.biglobe.ne.jp 

    ホームページ： http://www5f.biglobe.ne.jp/~yatudadayori/index.htm 

目的 
手賀沼流域の浦部川沿いの谷津を散策し水辺環境を知る機会とする。また台地上に

点在する神社仏閣を訪ね歴史にも触れていきたい。 

日時 2016年 11月 17日（木）9：30～15：45 

プログラム・

概要・ルート

等 

・千葉ニュータウン中央駅を出発、手賀沼流域の浦部川に沿って散策。その後、松山下

公園に寄って昼食。午後は、国重要文化財の光堂を訪問したり県重要文化財に指定され

ている延命地蔵尊を安置する泉倉寺を訪れる。なお、各所で野鳥や野草、昆虫などを観

察する。 

 

集合 千葉ニュータウン中央駅 9：30⇒浦幡公園⇒浦部谷津 10：30～12：00 ⇒松山下

公園（昼食）12：15～13：00⇒光堂 13：30⇒泉倉寺 14：00⇒小倉鳥見神社 15：00⇒ま

とめ・解散 千葉ニュータウン中央駅 15：45  

参加対象 子どもから大人までどなたでも 

参加人数 一般参加 23名（大人 23名） 会員スタッフ 11名  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

参加者や 

実施団体の 

感想 

・人数も丁度よく散策会全体がスムーズに行われ終了できました。 

・午前中の浦部川沿いの散策は自然が豊富で、時間オーバーになるほど観察活動が 

充実していました。午後は国の重要文化財のお堂と県指定重要文化財の地蔵菩薩 

を見学しました。 

・チョウが何種類も見られて楽しかった。また来たいです。（参加者の声） 

印西市 

浦部川沿いの道を歩く 集合場所千葉ニュータウン中央駅 上空に現れたトビと水辺のカルガモ 

地蔵菩薩の解説をする住職 
古刹 泉倉寺訪問 

光堂見学 

カラスウリ 


